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新緑の鮮やかさが一層深まり、生命の息吹を感じる季節となりました。保護者の皆様、地域の皆様に 

おかれましては、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

新年度が始まり２か月が過ぎ、生徒たちは新しい学級や仲間、学習環境に少しずつ親しみながら、自分の 

居場所を見つけつつあります。不安を乗り越え、自分らしく関わろうとする姿に、確かな成長の兆しを感じて

います。本校が大切にしている「認める」「伝える」「チャレンジ」の３つの力は、これからの行事や日々の学び

の中で、さらに豊かに育まれていきます。５月から６月にかけては、各学年でさまざまな行事が予定されて 

います。１年生は三ツ沢公園での校外学習を控えています。仲間と協力しながら課題に取り組む中で、 

初めての体験や困難にも出会うことでしょう。しかし、その一つ一つの経験こそが、仲間を認め合い、自分の

考えを伝え、挑戦する力を育てていく大切な機会となります。２年生は鎌倉への校外学習を予定しています。

班ごとに計画を立て、自分たちで判断しながら行動していく中で、主体的に考える力が試されます。思い 

通りにいかない場面も、仲間との対話を通してよりよい選択へとつなげていく経験は、来年度の修学旅行へ

と確実につながっていきます。３年生は東北方面への修学旅行を目前に控えています。集団の一員としての

責任や、相手を思いやる行動が求められるとともに、震災に関する学びを通して、自分たちの生き方を見つ

め直す貴重な機会となります。「自分にできることは何か」を問い続ける経験を、これからの人生に生かして

ほしいと願っています。また、夜間学級においても鎌倉への校外学習が予定されており、多様な背景をもつ

生徒同士が交流しながら、互いの違いを認め合う学びが深まっていきます。こうした関わりの中で育まれる

相互理解は、本校の大切にする価値そのものです。これらの行事は一度きりの体験ではなく、その後の学習

や生活へとつながっていくことに大きな意義があります。本校では、「なぜそうなるのか」「自分はどう考える

のか」といった問いを大切にし、仲間と学び合う授業づくりを進めています。行事で培う力を、日常の中でも

発揮していく姿を期待しています。これから迎える６月は、「日常の質」がより問われる時期となります。授業

への向き合い方、人との関わり方、一つ一つの積み重ねが、生徒自身の成長を形づくっていきます。当たり

前のことを丁寧に行うことの大切さを意識しながら、日々を大切に過ごしてほしいと思います。教職員一同、

生徒一人ひとりに寄り添いながら、「わかる喜び」「できる自信」を実感できる教育活動を着実に進めて 

まいります。今後とも、保護者・地域の皆様の変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し 

上げます。  
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現在、各学年の行事の中心となって活動している、実行委員長の言葉を紹介します。 

 

１年 横浜遠足 実行委員長  須永 蘭さん 

 

 

 

 

 

 

２年 鎌倉遠足 実行委員長  林 辰希さん 

 

 

 

 

 

 

 

３年 修学旅行 実行委員長  柳川 陽葉里さん 

 

 

 

 

各学年より 

私たち１年生は、5月 27日に横浜遠足で三ツ沢公園青少年野外活動センターに行きます。 

スローガンは、「ミツザワ５ぅ↑!!!!!」です。ミツザワの一文字一文字には以下のような意味が 

込められています。 ミはみんなで守ろうモラル、ツはつくりあげよう、ザは the smile Blue、 

ワはワクワクしようぜ！です。最後の５ぅ↑!!!!!には５クラスで団結して全力で楽しもうという意味が 

込められています。 

班ごとに現地まで向かい、三ツ沢公園ではウォークラリー、カレー作り、レクリエーションなどを 

行います。青学年全員で安全に楽しんできます。  

私たち 2年生は鎌倉遠足に行きます。皆さんは「ぐりとぐら」という 

お話を読んだことはありますか。ぐりとぐらというお話は、２人が協力してカステラを作ったり、海坊主を

倒したりするお話です。２人のように協力して行動できるような学年にしたいという思いから、 

「緑と倉（ぐりとくら）～巨大な思い出づくり大作戦！４つ葉コンプリートの巻～」というスローガンに 

なりました。 

遠足当日は「鎌倉の食を堪能する」 「歴史に触れる」など、各班コーステーマを設定し、目的を 

もって班行動を行います。遠足を通して協力することの大切さを理解し、その後の体育祭、普段の 

学校生活等で成長した姿を見せられるようにしたいです。 

私たちは 5月２４日から２６日までの３日間で岩手県、宮城県に行きます。  

今年のスローガンは「東北レンジャー」です。「東北レンジャー」には、「安全」、「楽しむ」、「学ぶ」、

「協力」、「メリハリ」の５つのことを大切にしたいという気持ちが込められています。震災について学び、

今自分たちにできることを考える大切な時間にしたいと思います。  



夜間学級 鈴木海斗先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間学級より 

夜間学級は、「日本の歴史・文化への理解を深めること」を目標に、鎌倉へ遠足に 

行きます。鎌倉は、１２世紀末に鎌倉幕府が開かれてから、政治や文化の中心地として 

栄えました。鶴岡八幡宮や若宮大路を中心とした街づくりや、そこで誕生した伝統工芸品

などが有名です。また、「鎌倉仏教」というジャンルができるほど仏教が栄えた時代でも

あり、歴史あるお寺も多く残っています。 

今回の遠足では、高徳院、報国寺、鎌倉宮、鶴岡八幡宮を訪れ、小町通りを散策 

します。報国寺では、お抹茶をいただく予定です。鎌倉ならではの歴史・文化にたくさん

触れてきたいと思います。 

事前学習や事後学習で作成したポスターは夜間教室前に掲示しますので、ぜひ見てくだ

さい。改めて日本の文化について一緒に考えられるとうれしいです。 

 
体育祭実行委員会が始動しました 

６月５日（金）に行われる体育祭の実施に向け、体育祭実行委員会が 

始動しました。今年度は例年より早い時期での開催で、 

内容もパワーアップしています。  

今年のスローガンは、実行委員長を中心に話し合い、 

「完全燃焼～仲間と共に過去を超えろ～」に決定しました。 

実行委員一人ひとりが責任をもって取り組み、学校全体を 

熱く盛り上げるために、意欲的に活動しています。  

これからの実行委員の皆さんの活躍に期待し、 

さらに蒔田中学校として、体育祭に向けて一丸と 

なって取り組んでいきたいと思っています。  

 

花ノ木祭実行委員会も始動しました 

今年度の花ノ木祭実施に向けて、４月２２日に第一回実行委員会を行いました。 

実行委員長・副委員長を決め、どんな花ノ木祭にしていきたいかを考え、スローガンの案を 

考えました。５月２１日の第二回実行委員会ではスローガンを検討したり、６月に行われる合唱曲の 

選曲についての確認をしたりしました。  

これから実行委員のみんなで、今年度の花ノ木祭を盛り上げ、みんなが楽しめる花ノ木祭に 

向けて、精一杯取り組んでいきます。  



 

 
 
 

本校では、横浜市教育委員会事務局の委託を受け、校内ハートフル支援事業として 

「花ノ木ルーム」を設置しています。目的は、教室とは別の空間を用意し、安心して生活すること

や学べる環境を整えることを目指して運営をしています。蒔田中学校教職員とともに、花ノ木 

ルームを専属で担当する野口隆先生とも協力して、生徒の学びをサポートしていきます。詳細や 

不明な点があれば生徒指導専任の菊池までお声掛けください。 

 

 

昨年度に引き続き、校内のアジサイを広く地域の皆さんに観賞していただくため「アジサイ 

観賞会」を次の日程で開催します。期間以外でも学校前の歩道からはいつでもご覧いただけます

ので気軽にご観賞ください。 

・日 時： ６月８日（月）～６月１９日（金）予定 １０時～１２時 （土日を除く） 

 ・場 所： 本校南棟の前庭（正門から入って右側の道路に面した場所） 

 ・その他：・他の門は施錠しているため、正門から入り、入口で受付をお願いします。 

・幼稚園や保育園のお散歩でもご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花ノ木ルームの紹介 

アジサイ観賞会開催のお知らせ 

《これからの主な予定》 

◆ ５月２４日（日）～２６日（火） ３年生修学旅行＠東北方面 

◆ ５月２７日（水）  １年生横浜遠足＠三ツ沢公園 

◆ ５月２８日（木）  ２年生鎌倉遠足 

◆ ６月 5日（金）  体育祭 

◆ ６月１１日（木）  進路説明会（３年） ㊟変更後 

◆ ６月１８日（木）、１９日（金）  一学期定期試験 

◆ ７月９日（木）〜１５日（水）   保護者面談 

◆ ７月１７日（金） 一学期終業式  （夏季休業～8/26） 


